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１２月２３日（日）地域内の７０歳以上の高齢者の皆さんにお配りするお餅つきを実施いたしました。 

当日は、気温も若干高めで過ごしやすい一日で、自治会の皆さんに朝早くからお手伝いをお願いし、おいしいおも

ち作りにご協力をいただきました。 

２年前まで、一人暮らしの高齢者の皆さんを対象にお配りをしておりましたが、少しでも多くのご高齢の方にお届

けしたいとの思いから、７０歳以上の高齢者世帯を対象にお配りをする様に改善いたしましたが、年々高齢者人口は

増加傾向でございますので、徐々につき上げる量も増量しております。年に一度のご奉仕という事で、特に寒い冬場

を乗り切ることや、少しでも明るい新年をお迎えいただく事を目的に、想いのこもったおもちつきを実施することが

出来ました。 

自治会員の皆さんには、朝早くから餅つきが始まるまでの段取りをいただきましたので、本当にスムーズにつきあ

げることが出来ました。お手伝いをいただきました皆さん、本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。 

旧年中は、公民館をはじめ様々な活

動に対しまして、ご支援ご協力をいただき、誠にありがとうござ

いました。本年も、昨年同様よろしくお願い申し上げます。 

さて、年末を前に別子山地域の未来を考える会シンポジウムの

開催に、会員の皆さんをはじめ多くの皆様にご支援ご協力をいた

だき、市内で盛大に行うことが出来ました。 

これまで、市内の大きな会場で、行うことを考えはするものの

なかなか実行に移すことが出来なかったので、この会の実施によ

り、地域のことを改めて広く知っていただく事が出来たものと思

っております。本当にありがとうございました。 

また、先日は高齢者の皆さんにお配りいたしますお餅つき実施

という事で、早朝から地域の皆様には、せわしなく動いていただ

き本当にありがとうございました。 

早くも一年が過ぎましたねぇ!! また年を取ってしまいます。 

こんな名言がございます。「人間、志を立てるのに遅すぎると

言う事はない」と言われますが、平成も残りわずかとなりました。

私も新年と同時に、また新たな志をもって、望んでまいりたいと

思いますので、どうかよろしくお願いします。 

年末年始にかけ冷え込みも厳しくなってくると思われますの

で、くれぐれもお身体には十分注意をしてお過ごしください。 

迎えた新しい年が、皆様方にとって最良の年となります様をお

祈り申上げます。 

１日 時 平成３１年１月１９日（土） 

12:30 開場 13:00 開演 16:00 終了 

２会 場 市民文化センター 中ホール 

３内 容 １３：００～１３：２０ 式典（開会行事） 

１３：３０～１４：５０ 受講生・サークル発表 

１５：００～１６：００ 講演 

講師：国際薬膳食育師：和漢膳プロフェッサー 中野恵子先生 

演題：「毎日を元気で楽しく過ごすために今から出来ること」  

４ 問合せ先   新居浜市生涯学習センター 

※入場は無料です。(０８９７)３３－２９９１ 直通 

平成３０年１２月２２日（土）新居浜市市民文化センター中ホールで、「別子山地域の未来を考える会」主催の別子山ファンク

ラブ設立記念シンポジウムを開催いたしました。別子山地域のこれまでの活動から今後の取り組みにつきまして、“持続可能な別

子山をめざして”のテーマのもと盛大に開催することが出来ました。 
先ず開会行事では、寺田副市長様をはじめ、加藤市議会議長様、関教育委員会教育長様にご出席をいただき、それぞれにご祝

辞をいただきました。 

また、基調報告では、別子山地域内で平成２７年度から取り組みを進めております“別子山の希望を描く対話プロジェクト事

業”の活動経過や今後の活動計画の報告を行い、今年度の取り組みについて、第１回からの会の活動経過やアンケート調査、視

察研修など、具体的に報告を行いました。 

さらに、旧別子観光センター跡地の再整備に関する要望事項につきまして、地域にとっては非常に重要と思われる項目を重点

に報告を行い、新別子観光センターは、山里 6 次産業化の拠点施設として、学習・体験・感動をキーワードとする「山の神と山

の幸ツアー」「別子山地域の文化・生活体験プログラム」等７項目の感動観光プログラムの内容や新センターに必要な「宿泊施設」

「ジビエ等解体施設」等４項目の諸施設整備につきまして説明し、施設の重要度を要望した内容を報告いたしました。 

さらに、「中学生から見た別子山の現状と未来」では、別子中学校２年生がそれぞれの体験や想いを発表していただきました。 

別子山は、秋は見事な紅葉で空気が澄んでいる。星空が素晴らしく綺麗で地域の魅力に引き込まれていると紹介しました。 

地域の素晴らしい自然を多くの人に知ってもらいたいと表現し、現在の年間行事やふるさと学習で地域とのかかわりについて

様々な場面で地域の皆さんに支えられ充実した学校生活がおくれている事や、地域のへの恩返しの活動を紹介した。 

最後に中学生が思う未来予想図を紹介いただき「未来に向けて１０年後の別子山が活気あふれる別子山として、革命が起こる

かもしれません、今後私たちが大学に進み様々な場面で、別子山の良さを伝えたり、行事があるときには別子山を訪れて応援し

たり、別子山をテーマにした小説やドキュメンタリーを作ったり、別子山地域に勤務したり、自分たちの夢や目標に別子山地域

を取り入れたいと思います。これからも様々な形で、別子山地域と関わり続けたいと思います。 

これを機に別子山地域に興味を持ち別子山が発展することを願っています。 

私たちグローバルジュニアハイスクールの 

卒業生が、別子山地域を世界に発信する日も 

近いかもしれません。」と力強い言葉を生徒 

のみなさに発表いただき、受け止める側とし 

ても、これほどの想いをもって別子山を見て 

くれて本当にうれしく、別子山の将来に希望 

の持てる内容で、生徒さんの地域への素敵な 

想いに感動いたしました。 

 以上が開会行事から基調報告の印象深い内 

容です。後のシンポジウムの内容は、改めて 

紙面に公表し、今後の地域づくりに活かして 

参りたいと思います。 

基調報告 中学生から見た別子山の現状と未来 

日  時  平成３１年１月１３日（日） 

１１：００～ 受付 

  １１：３０～１２：００ 式典 

場  所  新居浜市市民文化センター 大ホール 

対  象  平成１０年４月２日～ 

平成１１年４月１日生まれの人 

問 合 せ  新居浜市教育委員会事務局社会教育課 

 電話６５－１３００ 


